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物理教育では，受講生に適切だと考えられる物理の標準モデルが作られ 2 教科書が刊行

され，教青が行われている Iモデル」の意味については，素粒子の標準モデ、ノレ，飛行機の

モデ、/レなどで捷われている幅広い意味から推測してほしい.

文化遺産である物理学は物理学者によって作られた.しかし，物理の授業は，辞余曲折

が多かった物理学史の授業ではない.物理の諜準モデルへの歴史的事実の反映に関して，

いくつかの例で考えてみたい.

伊~ 1 力学

多くの力学入門書には，ニュートンの名前だけしか出てこない.しかし，ニュートンは

運動の法皇!Jとケプラーの法則から万有引力の法員1]を導いたが，運動の法則と万有引力の法

則からケプラーの法賠を導いてはいない.こちらはオイラーによってなされた.初等力学

の授業でこのような史実に触れる必要はないと悲は考える.

倒 2 熱学

熱学の教科書には，熱機関の効率に関するカルノーの原理が出てくる.カルノーは，エ

ネルギー保存員rjの発見詰に，熱素説に基づいてこの原理を証明したが，教科書では，エネ

ルギー保存員Ijに基づいて導く.つまり，実擦とは少し違うのだが，熱素をわざわざ持ち出

さないことが教育的だと考えられている.

伊~ 3 特殊相対論

アインシュタインは， I特殊桔対論を発見したときにマイケルソンーモーソーの実験は知

らなかったと発言したそうであるが，標準モテ、ノレで7ま，マイケルソン皿モーリーの実験を説

明したあとで，特殊棺対論を説明する.

上記の 3剖は，学生が物理の標準モデ、/レを理解するには，物理学史の事実とは実際には

少し違う説明の方が効果的だと考えられる場合である I朝永さんの量子力学 Iに紹介され

ている量子論の竪史が事実と異なるという書評をどう思いますかj という私の質問に，朝

永さんは「壁史学者の書いた本を読むより可罵遼太郎の歴史小説を読む方が歴史の真実が

分かった気になるだろう j と言われたことがある.参考になる言葉である.

F
h
d
 

門

iAA 



研究会報告

部 4 プランクの法員Ij

ニュートン別冊「量子論J(改訂版， 2009年)の 38頁に，

11900年にプランクは高温の器拡炉から出る光の色と炉の温度の関係の実験結果と

一致する公式を発見した.プランクはこの公式の深い意味を突き止めようとした.数

逓間後プランクは公式を説明するには，振動数vの光を放出する原子や分子の振動エ

ネノレギーは必ずエネルギーの最小単位hvの整数倍に会らなければならないことを発

見した.J 

とい予趣旨の文章が記されている.この文章を本が読むと、光を放出する原子や分子が存

在するのは空洞の壁だと考え， r空洞を囲む高温の壁を構成している振動数vの光を放出す

る原子や分子の援動のエネルギーは必ずhvの整数倍になるJと読めてしまう.

ところが文章の下線を付けた部分は，模準モデルの教科書での「空調中の振動数vの光

(電磁波)のエネノレギーは最小単位hvの整数信にならなければならなしV という文章に対

応する.そこで，監修者の和田純夫さんに問い合わせたところ， 1プランクの講演記録を読

むと， w揮、射をうけて振動する共鳴子lU車高射場の中にあち・・・共振している共鳴子l

『共鳴子が・・轄射場の中にあって，相手に直接影響を与えないほど互いに十分離れてい

る場合』などの文章がある.プランクは共鳴子が原子，分子だとは言っていないが，共鳴

子のイメージは物質中の，電磁設を吸収・放出する何らかの粒子というイメージだと思う.

私は単に，光子を放出するミクロな粒子という意味で，原子・分子のようなものと(素人

相手に)説明したJという趣普の返事がきた.

プランクの講演でのプランクの法問の導出法を読めi丈プランクの f共鳴子j は電磁場

の基準振動の調和援動子であることがわかる.ニュートンの記事の執筆者が、「共鳴子Jを

「共鳴子j とせず， 1原子や分子のようなものj とも訳さず，現実の原子や分子とは異なる

ことを承知の上で敢えて「原子や分子Jと訳した意図を私は理解できない.

科学リテラシーの普及を菌る読み物は，科学の標準モデルの理解につながるように執筆

され，読者も「実際iこは少し違うかもしれないが，本賞的には同じだJとし寸前提で読む

ことが望ましいと悲は考える.
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